
満
洲
武
装
移
民
関
係
資
料　
全
３
冊

編
・
解
説　

森 

武
麿

戦
後
八
〇
年
の
今
、
十
五
年
戦
争
を

「
日
本
の
生
命
線
」
満
洲
か
ら
考
え
る
！

　
五
族
協
和
・
模
範
的
開
拓
地
建
設
と
い
う
「
理
想
」
と
、
現
地

住
民
と
の
対
立
・
過
酷
な
気
候
と
い
う
現
実
。
満
洲
移
民
は
在
郷

軍
人
に
よ
る
武
装
移
民
か
ら
試
験
的
な
も
の
と
し
て
は
じ
ま
っ
た

が
、
多
く
の
離
脱
者
、
死
亡
者
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
─
。

　
試
験
移
民
期
（
一
九
三
二
〜
三
五
年
）
の
武
装
移
民
が
お
か
れ

た
苦
境
に
寄
り
添
い
、
現
状
を
鋭
く
批
判
し
た
永
田
稠
の
収
集
に

よ
る
「
満
洲
移
民
参
考
資
料
」
か
ら
武
装
移
民
に
関
す
る
資
料
や
、

以
降
の
大
規
模
農
業
移
民
へ
の
重
要
な
転
換
点
と
な
っ
た
「
移
民

会
議
」
の
資
料
を
整
序
し
、「
屯
懇
移
住
地
視
察
報
告
」
な
ど
の

翻
刻
、
森
武
麿
に
よ
る
解
説
を
附
し
て
刊
行
す
る
。

十
五
年
戦
争
極
秘
資
料
集

不
二
出
版

不
二
出
版

1935年頃の開拓団の様子（千振開拓団山形班）。日本刀による武装と、開拓地を囲む土壁が確
認できる（満蒙開拓平和記念館提供）。

不
二
出
版

「
武
装
移
民
」
か
ら
「
大
規
模
農
業
移
民
」
へ
─

補
巻
57

初
期
満
洲
移
民
の
重
要
な
転
換
点
を
伝
え
る

貴
重
資
料
、
つ
い
に
復
刻
！

下
は
理
想
と
さ
れ
た
満
洲
移
民
居
住
区
の
鳥
観
図
（
内
座
祥
三
他
「
満
洲
の
農
業
移
民
に

対
す
る
居
住
地
計
画
の
一
試
案
」『
建
築
学
会
大
会
論
文
』
一
九
三
三
年
四
月
よ
り
、
永
田

稠
編
「
満
洲
移
民
参
考
資
料
」
第
六
巻
所
収
）。



第二次千振隊全景写真。長野県職員甲田音十が1939年の「満支視察旅行」に参加した際に撮影（満蒙開拓平和記念館提供）。

◉
刊
行
に
あ
た
っ
て

『
十
五
年
戦
争
極
秘
資
料
集
補
巻
57　

満
洲
武
装
移
民
関
係
資
料
』
全
３
冊
は
日
本
力
行
会
の
所
蔵
す
る
永
田
稠

編
「
満
洲
移
民
参
考
資
料
」
第
一
～
一
〇
巻
よ
り
、
武
装
移
民
関
係
に
焦
点
を
絞
り
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
資

料
集
の
原
資
料
は
関
東
軍
移
民
部
嘱
託
と
な
っ
た
日
本
力
行
会
の
会
長
・
永
田
稠
が
そ
の
職
務
の
過
程
で
収
集
し
た

も
の
で
あ
る
。
関
東
軍
や
移
民
部
作
成
の
資
料
、
関
東
軍
に
提
出
し
た
永
田
稠
の
自
筆
原
稿
や
、
ほ
か
に
も
時
々
の

会
議
で
の
感
想
を
自
筆
の
ノ
ー
ト
と
し
て
メ
モ
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
満
洲
武
装
移
民
に
関
す
る
貴
重
な
証

言
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
資
料
を
永
田
自
身
が
日
本
に
持
ち
帰
り
、
日
本
力
行
会
で
現
在
ま
で
保
存
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
不
二
出
版
で
『
満
州
移
民
関
係
資
料
集
成
』
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
第
Ⅰ
期

四
〇
巻
、
第
Ⅱ
期
二
三
巻
の
資
料
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
第
Ⅰ
期
で
は
、
一
九
三
六
年
以
降
の
「
満
洲
一

〇
〇
万
戸
移
民
」
と
も
い
わ
れ
る
本
格
的
移
民
期
の
資
料
を
中
心
に
集
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
本
資
料
集
で
は
、
満
洲
事
変
か
ら
一
〇
〇
万
戸
移
民
に
至
る
過
渡
期
、
す
な
わ
ち
一
九
三
二
年
か

ら
一
九
三
五
年
の
「
武
装
移
民
」
と
も
い
わ
れ
る
試
験
移
民
期
の
資
料
を
中
心
に
し
て
編
集
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
満
洲
事
変
を
転
機
と
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
か
ら
満
洲
移
民
へ
の
転
換
の
過
程
、
そ
し

て
一
九
三
四
年
の
土
龍
山
事
件
を
転
機
に
一
〇
〇
万
戸
移
民
が
生
ま
れ
て
く
る
過
程
が
よ
り
鮮
明
に
理
解
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

本
資
料
集
で
は
武
装
移
民
期
の
関
東
軍
移
民
会
議
を
め
ぐ
る
諸
資
料
を
収
録
す
る
。
一
九
三
二
年
に
は
じ
ま
る
武

装
移
民
は
中
国
人
の
激
し
い
抵
抗
運
動
に
遭
遇
す
る
。
そ
の
最
大
の
事
件
は
一
九
三
四
年
三
月
の
土
龍
山
事
件
で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
し
た
本
格
的
な
農
業
移
民
計
画
策
定
の
た
め
の
会
議
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
が
一
九
三
四
年

一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
の
関
東
軍
移
民
会
議
で
あ
る
。
当
時
か
ら
満
洲
移
民
大
会
議
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
満

洲
移
民
に
と
っ
て
注
目
す
べ
き
重
要
な
会
議
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
年
間
で
一
〇
〇
万
戸
と
い
う
無
謀
と
も

い
え
る
大
量
の
日
本
人
入
植
計
画
が
決
定
さ
れ
て
い
く
。

第
１
冊
と
第
２
冊
は
満
洲
移
民
大
会
議
で
の
配
布
資
料
で
あ
る
。「
移
民
資
料
」
と
付
さ
れ
た
会
議
の
参
考
資
料

に
つ
い
て
は
、『
満
州
移
民
関
係
資
料
集
成
』
に
お
い
て
も
、
後
日
満
鉄
経
済
調
査
会
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
報

告
書
「
満
洲
農
業
移
民
方
策
」
を
底
本
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
底
本
は
実
際
に
会
議
で
配
布
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
他
の
移
住
地
と
の
比
較
、
拓
務
省
の
入
植
計
画
・
状
況
報
告
な
ど
、「
満
洲
農
業
移
民
方
策
」
に
は

掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
資
料
も
収
録
し
て
お
り
、
満
洲
移
民
の
重
大
な
転
換
点
を
理
解
す
る
た
め
に
必
須
と
い
え

よ
う
。
武
装
移
民
期
の
移
民
が
お
か
れ
た
経
済
的
社
会
的
概
況
、
満
洲
国
現
地
住
民
の
生
活
状
況
を
理
解
す
る
も
の

と
し
て
も
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
活
用
が
望
ま
れ
る
。

本
資
料
集
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
経
験
者
永
田
稠
と
関
東
軍
東
宮
鉄
男
の
対
立
で
あ
る
。
こ

れ
は
第
３
冊
に
収
録
の
「
屯
懇
移
住
地
視
察
報
告
」（
永
田
稠
）
と
「
参
謀
本
部
第
二
部
発
表　

屯
懇
移
住
地
視
察

報
告
ノ
誤
レ
ル
点
」（
東
宮
鉄
男
）
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
と
満
洲
移
民
の
違
い
が
鮮
明
と
な
る
。
明
治
以
来
の

海
外
移
民
と
満
洲
移
民
の
差
異
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
第
３
冊
に
は
満
洲
の
中
国
人
の
土
地
収
用
の

興
味
深
い
資
料
（
永
田
稠
メ
モ
）
も
収
録
し
た
。
関
東
軍
に
よ
る
土
地
収
用
の
実
態
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

第
３
冊
は
武
装
移
民
の
問
題
点
を
白
日
の
も
と
に
晒
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

現
在
の
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
ガ
ザ
の
戦
争
も
移
民
問
題
が
絡
み
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
移
民

排
斥
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
世
界
中
で
移
民
に
ど
う
対
処
す
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
で
あ
ろ
う
移
民
問
題
を
考
え
る
た
め
に
も
、
満
洲
武
装
移
民
を
対
象
と
し
た
本
資

料
集
が
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

も
り
・
た
け
ま
ろ
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

森
　
武
麿



永田　稠
（ながた・しげし　1881～1973年）

日本力行会第２代会長、信濃海外協会幹事。1920年代よりブ
ラジルでの日本人移住地建設に奔走。その経験を買われて関
東軍嘱託となり、その職務のなかで収集・作成した資料を「満
洲移民参考資料」第１～10巻として残した。「屯墾移住地視
察報告」のように、関東軍や拓務省の方針とも対立、「移民
会議」後は独自の移住地建設に向かう。

右
：
永
田
稠
「
屯
墾
移
住
地
視
察
報
告
」（
資
料
43
、
第
３
冊
に
翻
刻
と
と
も
に
収
録
）

左
：
東
宮
鉄
男
「
参
謀
本
部
第
二
部
発
表　
屯
墾
移
住
地
視
察
報
告
ノ
誤
マ
レ
ル
点
」

　
　
（
一
九
三
四
年
一
月
二
七
日
、
資
料
44
、
第
３
冊
収
録
）

永
田
稠
が
現
地
視
察
を
元
に
武
装
移
民
が
お
か
れ
た
窮
状
を
訴
え
、
そ
の
改
善
案
を
具
体
的
に
提
案
し
た
報

告
書
。
東
宮
鉄
男
は
こ
れ
を
営
利
的
な
野
心
家
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
激
し
く
批
判
、
そ
れ
に
対
す
る
永
田

に
よ
る
再
反
論
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

本
資
料
集
の
特
徴

◎
満
洲
移
民
の
な
か
で
も
、
初
期
の
試
験
移
民
期
（
一
九
三
二
～
三

五
年
）
と
さ
れ
る
時
期
の
武
装
移
民
の
状
況
や
、
関
東
軍
の
思
惑

を
伝
え
る
資
料
を
、
永
田
稠
編
「
満
洲
移
民
参
考
資
料
」
か
ら
抜

粋
し
て
収
録
！

◎
第
１
・
２
冊
に
は
、
の
ち
の
大
規
模
農
業
移
民
へ
の
重
要
な
転
換

点
と
な
っ
た
「
移
民
会
議
」（
一
九
三
四
年
一
一
～
一
二
月
）、
ま
た

満
鉄
経
済
調
査
会
作
成
の
会
議
資
料
を
収
め
、
当
時
の
満
洲
移
民

や
現
地
住
民
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
を
一
望
す

る
！

◎
第
３
冊
に
は
、
永
田
稠
と
東
宮
鉄
男
の
激
論
を
中
心
に
、
土
地
収

用
の
過
程
に
つ
い
て
、
第
一
次
・
第
二
次
移
民
の
苦
境
の
調
査
、

今
後
の
移
民
政
策
を
検
討
し
た
資
料
を
収
録
！

◎
手
書
き
資
料
（「
屯
墾
移
住
地
視
察
報
告
」
な
ど
）
の
翻
刻
、
森
武

麿
に
よ
る
解
説
を
第
３
冊
に
附
す
！



従
来
、
満
洲
移
民
政
策
の
形
成
・
遂
行
を
め
ぐ
っ
て
は
、
関
東
軍
に
よ
る
対
ソ
防
衛
な
ど
軍
事

的
要
請
と
、
拓
務
省
お
よ
び
内
原
グ
ル
ー
プ
（
加
藤
完
治
な
ど
農
本
主
義
者
）
に
よ
る
農
村
過
剰

人
口
対
策
と
い
う
二
つ
の
要
因
に
基
づ
く
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
日
中
戦
争
勃

発
に
伴
う
総
力
戦
遂
行
と
満
洲
に
お
け
る
食
糧
増
産
要
員
と
し
て
の
人
的
資
源
の
適
正
配
置
と

い
っ
た
変
化
の
局
面
、
試
験
移
民
期
（
一
九
三
二
―
三
五
年
）
に
お
け
る
梅
谷
光
貞
や
永
田
稠
な

ど
民
間
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
推
進
者
が
果
た
し
た
役
割
に
も
光
が
あ
て
ら
れ
る
な
ど
、
満
洲
移
民
政

策
に
関
す
る
従
来
の
通
説
を
修
正
し
、
そ
の
特
質
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
る
意
欲
的
な
研
究
成
果

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
そ
の
一
方
で
、
試
験
移
民
期
か
ら
本
格
的
移
民
期
（
一
九
三
七
─
四
一
年
）
へ
の
移
行

過
程
や
、
現
地
で
の
移
民
用
地
取
得
の
具
体
的
内
実
な
ど
未
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

点
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
政
策
に
関
与
し
た
拓
務
省
や
陸
軍
の
公
文
書
の
多

く
が
失
わ
れ
た
と
い
う
資
料
的
制
約
が
存
在
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
研
究
史
段
階
に
あ
っ
て
、
こ
の
た
び
永
田
稠
編
「
満
洲
移
民
参
考
資
料
」
が
『
満
洲

武
装
移
民
関
係
資
料
』
全
３
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い

る
。
本
資
料
集
に
収
め
ら
れ
た
文
書
は
、
試
験
移
民
期
に
関
東
軍
移
民
部
嘱
託
と
し
て
満
洲
移
民

政
策
に
関
わ
っ
て
い
た
日
本
力
行
会
会
長
・
永
田
稠
が
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
期
の
関
東
軍

に
よ
る
移
民
実
施
要
綱
や
各
種
計
画
案
を
は
じ
め
、
精
神
主
義
的
な
武
装
移
民
の
杜
撰
さ
を
批
判

す
る
永
田
自
身
の
手
に
よ
る
「
屯
墾
移
住
地
視
察
報
告
」
が
含
ま
れ
た
貴
重
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
関
東
軍
の
東
宮
鉄
男
に
よ
る
反
論
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
試
験
移
民
期
の
移
民
政
策
を
め
ぐ

る
動
揺
や
亀
裂
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

ま
た
「
農
地
買
収
経
過
報
告
」
な
ど
第
一
〇
師
団
を
中
心
と
し
た
、
現
地
で
の
移
民
用
地
取
得

の
プ
ロ
セ
ス
を
知
り
得
る
貴
重
な
一
次
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。
試
験
移
民
期

に
お
け
る
移
民
用
地
取
得
に
関
し
て
は
、
数
少
な
い
拓
務
省
側
の
記
録
で
あ
る
今
吉
敏
雄
文
書

（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
）
か
ら
も
あ
る
程
度
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
こ
で
す
べ
て
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
資
料
集
と
合
わ
せ
て
読
み
解
く
こ
と
で
、
中
国
人
地

主
・
農
民
か
ら
の
土
地
収
奪
や
現
地
社
会
と
の
接
触
の
位
相
が
よ
り
ク
リ
ア
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
資
料
集
の
刊
行
を
機
に
、
昭
和
戦
前
・
戦
時
下
の
国
策
と
し
て
東
ア
ジ
ア
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
満
洲
移
民
へ
の
関
心
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
研
究
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
な
お
、
永
田
や
梅
谷
な
ど
満
洲
移
民
政
策
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
推
進
者
の
役
割
に
つ

い
て
は
、
本
資
料
集
の
編
者
で
解
説
を
書
か
れ
て
い
る
森
武
麿
氏
の
近
著
（『
満
洲
移
民
と
ブ
ラ
ジ

ル
移
民
』
不
二
出
版
、
二
〇
二
五
年
）
で
仔
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た

い
。

ほ
そ
や　

と
お
る
（
立
命
館
大
学
経
済
学
部
教
授
）

◉
推
薦
し
ま
す

◉
推
薦
し
ま
す

満
洲
移
民
史
の
空
白
に
光
差
す
待
望
の
新
史
料

細
谷
　
亨

右：「満洲ノ在来農法」（資料27、第２冊収録）　左：「農家ノ生計」（資料30、第２冊収録）
「移民会議」の際に配布された満鉄経済調査会作成の資料。右資料では、満洲の農民が現地風土にあった農
業を営んでいることへ一定の評価がなされている一方、左資料では地主支配や治安の悪さに起因する生活
の厳しさが記されており、日本の支配・指導の正当化の根拠とされたことがうかがえる。

拓務省「満洲特別農業移民ノ警備状況ニ就テ」
（1934年11月25日、資料16、第１冊収録）
「移住者全員ニ小銃一挺宛ト若干数ノ自動火器ノ貸付」
と、初期の満洲移民が武装移民であったことが伝わっ
てくる。



『
満
洲
武
装
移
民
関
係
資
料
』
全
３
冊
は
、
日
本
力
行
会
の
第
二
代
会
長
で
あ
る
永
田
稠
が
一

九
三
三
年
の
満
蒙
視
察
を
契
機
と
し
て
作
成
・
収
集
し
た
「
満
洲
移
民
参
考
資
料
」
第
一
～
一
〇

巻
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

資
料
を
作
成
し
た
永
田
稠
は
一
八
八
一
年
長
野
県
に
生
ま
れ
た
。
日
露
戦
争
に
従
軍
し
北
海
道

開
拓
に
従
事
し
た
後
、
牧
師
・
島
貫
兵
太
夫
の
設
立
し
た
移
植
民
団
体
「
日
本
力
行
会
」
に
入
会

し
、
会
の
斡
旋
に
よ
り
一
九
〇
八
年
に
渡
米
し
た
。
初
代
会
長
島
貫
の
死
去
に
際
し
先
代
か
ら
二

代
目
会
長
と
し
て
指
名
さ
れ
、
一
九
一
四
年
に
帰
国
し
て
か
ら
は
入
国
困
難
に
な
っ
た
北
米
に
代

わ
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
活
路
を
見
い
出
し
た
。

力
行
会
で
は
渡
航
を
希
望
す
る
青
年
男
女
に
移
植
民
教
育
を
授
け
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
は
じ
め
と
す

る
中
南
米
や
ア
ジ
ア
地
域
に
送
り
出
し
た
。
会
員
の
送
出
に
留
ま
ら
ず
移
住
地
建
設
事
業
に
深
く

関
わ
り
、
信
濃
海
外
協
会
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
に
ア
リ
ア
ン
サ
移
住
地
を
開
設
す
る
際
に
は
、
永
田

が
現
地
で
用
地
買
収
を
担
っ
た
。
こ
の
移
住
地
買
収
交
渉
時
に
長
野
県
知
事
と
し
て
資
金
を
融
通

し
た
の
が
、
後
に
関
東
軍
移
民
部
長
と
し
て
永
田
と
と
も
に
満
洲
移
民
送
出
事
業
に
携
わ
っ
た
梅

谷
光
貞
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
力
行
会
は
中
南
米
に
多
く
の
会
員
を
送
出
す
る
一
方
で
、
一
九
三
〇
年
朝
鮮
咸
鏡

北
道
に
拓
殖
訓
練
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
満
洲
事
変
以
前
か
ら
日
本
の
勢
力
圏
内
に
も
会
員
を
送

り
出
し
て
い
た
。
満
洲
事
変
以
降
、
一
九
三
三
年
に
関
東
軍
嘱
託
と
し
て
満
蒙
を
視
察
し
た
永
田

は
「
屯
墾
移
住
地
視
察
報
告
」
を
発
表
し
た
ほ
か
、
力
行
会
の
事
業
と
し
て
一
九
三
四
年
新
京
に

満
洲
力
行
農
園
、
一
九
三
七
年
新
京
力
行
村
を
開
設
し
た
。
戦
中
期
に
は
南
方
へ
の
移
住
を
称
揚

す
る
出
版
・
講
演
活
動
を
行
い
、
さ
ら
に
戦
後
は
再
び
中
南
米
へ
の
海
外
移
住
を
推
進
し
会
員
を

送
出
し
た
。

つ
ま
り
力
行
会
は
、
近
代
以
降
の
日
本
移
植
民
史
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
世
界
各
地
へ
会

員
を
送
出
し
て
き
た
。
会
長
の
永
田
は
北
海
道
、
米
国
で
の
開
拓
・
移
民
生
活
を
経
験
し
、
南

米
、
満
洲
に
事
業
者
と
し
て
足
を
運
ん
だ
実
践
的
な
移
植
民
指
導
者
と
い
え
る
。

永
田
は
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
満
洲
移
民
の
問
題
点
を
厳
し
く
指
摘
す
る
一
方
、
満
洲
へ
の

移
民
送
出
自
体
に
は
異
を
唱
え
な
か
っ
た
。
一
九
三
五
年
以
降
、
本
資
料
集
に
み
ら
れ
た
国
の
移

民
事
業
へ
の
批
判
は
曖
昧
に
な
り
、
力
行
会
の
活
動
は
軍
の
進
出
と
軌
を
一
に
し
た
勢
力
圏
へ
の

移
動
に
転
化
し
て
い
く
。
日
露
戦
争
へ
の
従
軍
が
海
外
経
験
の
原
点
に
あ
っ
た
永
田
は
、
軍
組
織

に
根
本
的
な
疑
義
を
突
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

軍
事
力
を
背
景
に
し
た
入
植
活
動
が
決
し
て
過
去
の
悪
行
で
は
な
く
、
今
も
な
お
先
住
者
の
生

活
を
破
壊
し
て
い
る
現
代
世
界
に
お
い
て
、
国
が
軍
事
的
勢
力
圏
へ
国
民
を
誘
導
し
た
満
洲
移
民

の
歴
史
は
大
き
な
重
み
を
も
つ
。
満
洲
移
民
政
策
へ
の
批
判
的
提
案
と
そ
の
限
界
を
示
し
た
こ
の

資
料
集
が
、
現
在
の
問
題
の
考
え
る
契
機
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

な
む
ら　

ゆ
う
こ
（
日
本
力
行
会
力
行
海
外
移
住
史
料
室
担
当
）

◉
推
薦
し
ま
す

◉
推
薦
し
ま
す

移
植
民
団
体
「
日
本
力
行
会
」
の
満
洲
移
民
事
業

名
村
　
優
子

右：「満洲ノ在来農法」（資料27、第２冊収録）　左：「農家ノ生計」（資料30、第２冊収録）
「移民会議」の際に配布された満鉄経済調査会作成の資料。右資料では、満洲の農民が現地風土にあった農
業を営んでいることへ一定の評価がなされている一方、左資料では地主支配や治安の悪さに起因する生活
の厳しさが記されており、日本の支配・指導の正当化の根拠とされたことがうかがえる。

「農地買収経過概要」（資料48、第３冊収録）
土地買収の方針、各班の調査・工作の報告などが記載されている。日本の買収に対し、現地住民も期待して
いるとの認識が示されている（左）。このほか第３冊には、永田稠が収集していたことで残された土地収用
過程の資料を多数収録した。



資
料

番
号

資
料
名

資
料
作
成
者

発
行
年
月
日

第１冊

1

満
洲
移
民
ニ
関
ス
ル
会
議
開
会
ノ
際
ニ
於
ケ
ル
参
謀
長
ノ
挨
拶

一
九
三
四
年
一
一
月
二
六
日

2

満
洲
農
業
移
民
ニ
関
ス
ル
諮
問
事
項

関
東
軍
特
務
部

一
九
三
四
年
一
一
月

3

満
洲
農
業
移
民
根
本
方
策
案
提
出
理
由
（
案
）

関
東
軍
特
務
部

一
九
三
四
年
一
一
月 

七 

日

4

各
移
住
地
ニ
於
ケ
ル
入
植
準
備
概
況

第
三
委
員
会

一
九
三
四
年
一
一
月
二
四
日

5

移
住
者
ニ
対
ス
ル
補
助
金
及
低
利
資
金
ニ
関
ス
ル
調

関
東
軍
特
務
部

一
九
三
四
年 

九 

月 

四 

日

6

満
洲
農
業
移
民
ニ
関
ス
ル
資
料

一
九
三
四
年
一
一
月

7

移
民
資
料
一　

満
洲
農
業
統
計

満
鉄
経
済
調
査
会

8

移
民
資
料
二　

満
洲
農
産
物
名
称
解
説
一
覧
表

満
鉄
経
済
調
査
会

9

移
民
資
料
三　

農
業
年
中
行
事
（
新
京
ヲ
中
心
ト
ス
ル
地
方
）

満
鉄
経
済
調
査
会

10

移
民
資
料
四　

満
洲
特
産
三
品
相
場
表

満
鉄
経
済
調
査
会

11

移
民
資
料
五　

穀
物
価
格
資
料

満
鉄
経
済
調
査
会

12

移
民
資
料
六　

農
家
ノ
食
料

満
鉄
経
済
調
査
会

13

移
民
資
料
六
其
ノ
二　

�

満
洲
特
別
農
業
移
民
ニ
於
ケ
ル
入
植
準
備
ニ

就
テ

拓
務
省

一
九
三
四
年
一
一
月
二
五
日

14

移
民
資
料
七　

農
家
ノ
被
服

満
鉄
経
済
調
査
会

15

移
民
資
料
七
其
ノ
二　

�

満
洲
特
別
農
業
移
住
地
ニ
於
ケ
ル
農
村
計
画

ニ
就
テ

拓
務
省

一
九
三
四
年
一
一
月
二
六
日

16

移
民
資
料
七
其
ノ
三　

満
洲
特
別
農
業
移
民
ノ
警
備
状
況
ニ
就
テ

拓
務
省

一
九
三
四
年
一
一
月
二
五
日

17

移
民
資
料
八　

建
物
及
農
具
ニ
関
ス
ル
資
料

満
鉄
経
済
調
査
会

18

満
洲
ノ
粮
棧
概
説

19

移
民
資
料
九　

労
力
ニ
関
ス
ル
資
料

満
鉄
経
済
調
査
会

20

移
民
資
料
一
〇　

労
銀
ニ
関
ス
ル
資
料

満
鉄
経
済
調
査
会

21

移
民
資
料
一
一　

家
畜
飼
養
費

満
鉄
経
済
調
査
会

第２冊

22

移
民
資
料
一
二　

農
家
耕
地
面
積

満
鉄
経
済
調
査
会

23

移
民
資
料
一
三　

満
洲
ニ
於
ケ
ル
農
耕
地
ノ
開
墾

満
鉄
経
済
調
査
会

24

移
民
資
料
一
四　

�

作
物
別
反
當
播
種
量
及
収
穫
量
（
茎
稈
ヲ
含
ム
）

一
覧
表

満
鉄
経
済
調
査
会
／
満
洲

国
実
業
部

25

移
民
資
料
一
五　

農
村
部
落
構
成
ニ
関
ス
ル
資
料

満
鉄
経
済
調
査
会
／
満
洲

国
実
業
部

26

移
民
資
料
一
六　

各
地
農
家
経
営
ノ
規
模

満
鉄
経
済
調
査
会
／
満
洲

国
実
業
部

27

移
民
資
料
一
六　

満
洲
ノ
在
来
農
法

実
業
部
農
務
司

28

移
民
資
料
一
六　

農
家
食
料
資
料

29

移
民
資
料
一
七　

満
洲
農
家
ノ
副
業
ノ
現
状

30

移
民
資
料
一
八　

農
家
ノ
生
計

満
鉄
経
済
調
査
会
／
満
洲

国
実
業
部

31

移
民
資
料
一
九
（
其
ノ
一
）　

松
花
江
流
域
地
方
ニ
於
ケ
ル
畑
作
ヲ

主
体
ト
ス
ル
農
業
経
営
案
（
其
ノ
一
）

満
鉄
経
済
調
査
会

一
九
三
四
年
一
一
月

32

移
民
資
料
一
九
（
其
ノ
二
）　

松
花
江
流
域
地
方
ニ
於
ケ
ル
畑
作
ヲ

主
体
ト
ス
ル
農
業
経
営
案
（
其
ノ
二
）

満
鉄
経
済
調
査
会

一
九
三
四
年
一
一
月

33

移
民
資
料
二
〇
（
其
ノ
一
）　

景
星
県
白
庙
子
付
近
ニ
於
ケ
ル
畑
作

ヲ
主
体
ト
ス
ル
農
業
経
営
案
（
其
ノ
一
）

満
鉄
経
済
調
査
会

一
九
三
四
年
一
一
月

34

移
民
資
料
二
〇
（
其
ノ
二
）　

景
星
県
白
庙
子
付
近
ニ
於
ケ
ル
畑
作

ヲ
主
体
ト
ス
ル
農
業
経
営
案
（
其
ノ
二
）

満
鉄
経
済
調
査
会

一
九
三
四
年
一
一
月

35

移
民
資
料
二
一　

遼
河
流
域
ニ
於
ケ
ル
水
田
経
営
案
（
其
ノ
三
）

満
鉄
経
済
調
査
会

一
九
三
四
年
一
一
月

36

移
民
資
料
二
二　

満
洲
農
家
ノ
公
課
（
租
税
以
外
）
負
擔
ノ
現
状

第３冊

37

日
本
人
移
民
実
施
要
綱
案

関
東
軍
司
令
部

一
九
三
三
年 

四 

月 

八 

日

38

第
二
次
満
洲
自
衛
移
民
実
施
要
領

特
務
部
移
民
部

一
九
三
三
年 

六 

月
二
八
日

39

第
三
次
武
装
移
民
実
施
案
要
点

東
宮
少
佐

一
九
三
三
年 

八 

月 

八 

日

40

第
一
次
、
第
二
次
武
装
移
民
ノ
行
キ
方
及
第
三
次
武
装
移
民
ノ
実
施

計
画
案

東
宮
少
佐

一
九
三
三
年 

八 

月
一
五
日

41

佳
木
斯
移
住
団
更
正
対
策
（
案
）

関
東
軍
特
務
部
内
移
民
部

一
九
三
三
年
一
二
月

42

朝
鮮
集
団
部
落
ノ
建
設

［
永
田
稠
］

43

屯
墾
移
住
地
視
察
報
告

［
永
田
稠
］

44

参
謀
本
部
第
二
部
発
表　

屯
墾
移
住
地
視
察
報
告
ノ
誤
レ
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